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国際会計基準（IFRS）の任意適用に関する方針の撤回に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年 12 月 20 日付「国際会計基準（IFRS）の任意適用に関する方針について」にて、連結財
務諸表及び連結計算書類について 2027 年 10 月期より従来の日本基準から国際会計基準（IFRS）を任意適
用する方針を決議した旨をお知らせしておりましたが、本日開催の取締役会において、当該方針を撤回す
ることを決議致しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．中止の理由 

2024 年 12 月 20 日付「国際会計基準（IFRS）の任意適用に関する方針について」にてお知らせしました

とおり、当社では、当初、経営状況の改善を背景にのれん代の償却を不要にしてキャッシュフロー実態と

会計上の利益との乖離を減少させること及び、のれん代の償却費が営業費用に計上されないことから、営

業利益の透明性が向上し、 株主価値のさらなる向上を主たる目的として 2027 年 10 月期からの国際会計

基準（IFRS）の任意適用の方針を決定しておりましたが、2025 年３月 14 日付「第三者委員会の設置に関

するお知らせ」で開示している通り、今後、当社は第三者委員会により調査及び当社の意思決定のプロセ

スの問題における改善策の検討がなされる予定であり、調査結果を踏まえたガバナンス体制の整備等を集

中して行う必要があることが想定されております。 

加えて、2025 年３月 27 日付「当社連結子会社 WeCapital 株式会社グループの業績計画見直しに関する

お知らせ」の通り、WeCapital 株式会社グループの事業見直しについてもより一層取り組む必要がある状

況です。 

 以上を踏まえて、国際会計基準(IFRS)の導入の検討を中止することを決議いたしました。 

 

２． 今後の見通し 

国際会計基準(IFRS)の任意適用導入検討の中止が連結業績に与える影響は軽微です。 

 

以 上 


